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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  この発明は、映像の輝度情報と液晶パネル周
辺の輝度情報とに基づいて、バックライト制御を行なえ
る液晶表示装置を提供することを目的とする。
【解決手段】  液晶表示装置において、液晶パネル周辺
の輝度を検出するための輝度検出器、および輝度検出器
によって検出された液晶パネル周辺の輝度に基づいて、
バックライトの輝度制御を行なう手段を備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネル周辺の輝度を検出するための
輝度検出器、および輝度検出器によって検出された液晶
パネル周辺の輝度に基づいて、バックライトの輝度制御
を行なう手段、を備えている液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、パーソナルコン
ピュータからの画像やテレビ信号、ビデオ信号を表示す
るための画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、パーソナルコンピュータからの画
像やテレビ信号、ビデオ信号を直視型液晶モニタ（液晶
パネルの背面にバックライトを備えたもの）に表示する
場合に、コントラスト、輝度、ガンマ補正、バックライ
ト輝度と言った画質調整機能を適応的に制御する機器は
なかった。テレビ信号、ビデオ信号を直視型液晶モニタ
に表示する場合については”液晶ＡＩ”と呼ばれる技術
が公表されている（日経エレクトロニクス 1999.11.15 
P130-P146 参照) 。
【０００３】図２は、液晶ＡＩと呼ばれる技術を利用し
た液晶表示装置の構成を示している。
【０００４】液晶表示装置に入力された映像信号は、画
質制御回路１０１に供給され、画質制御回路１０１内に
設けられたコントラスト制御部１０２、輝度制御部１０
３およびガンマ補正部１０４によって、コントラスト制
御、輝度制御およびガンマ補正が行なわれる。画質制御
された映像信号は、コントローラ１１２へ送られてパネ
ル駆動回路１１３に適合した形に変換された後、パネル
駆動回路１１３に送られることにより、液晶パネル１１
４に表示される。
【０００５】バックライト部は冷陰極管１１５とその駆
動回路であるインバータ電源回路１１６からなってい
る。
【０００６】従来は画質制御回路１０１内のコントラス
ト制御部１０２、輝度制御部１０３およびガンマ補正部
１０４は、ユーザに制御が開放されている場合はあるも
のの映像の内容に応じて適応的に変化するものではなか
った。インバータ電源回路１１６の制御によるバックラ
イト輝度の変化についても同様である。
【０００７】図２の液晶表示装置では、液晶表示装置に
入力された映像信号が映像信号輝度検出回路１０８にも
供給され、映像信号輝度検出回路１０８内の平均輝度検
出部１０９、最大値検出部１１０および最小値検出部１
１１によって、表示される映像の平均輝度、最大輝度、
および最小輝度が検出される。
【０００８】映像信号輝度検出回路１０８によって検出
されたこれらの輝度情報は、マイコン１０５に送られ
る。マイコン１０５内の画質制御演算部１０６は、輝度
情報に基づいて、コントラスト制御部１０２および輝度
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制御部１０３による制御の最適設定値リアルタイムに算
出し、それに応じた制御を行っている。また、マイコン
１０５内のバックライト輝度制御部１０７は、インバー
タ電源回路１１６の制御の最適設定値をリアルタイムに
算出し、それに応じた制御を行っている。
【０００９】具体的な制御内容例について説明する。
【００１０】映像信号の輝度が全体的に高輝度側に分布
していて、平均輝度が高いときには”画面輝度をできる
だけ高めたほうが良い映像”と判断し、バックライト
（冷陰極管）の輝度をあげる。それだけであれば、輝度
の比較的低い部分の輝度まで一所に上がってしまい全体
に画面が白っぽくなってしまうため、さらにコントラス
トを高める操作を加えることになる。
【００１１】逆に映像信号の輝度が全体的に低輝度側に
分布していて、平均輝度が低いときには”画面輝度を下
げたほうが良い映像”と判断し、バックライトの輝度を
下げる。それだけであれば、輝度の比較的高い部分の輝
度まで一所に下がってしまい全体に画面が黒くつぶれて
しまうため、さらにコントラストを高める操作を加える
ことになる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】上記したような適応的
な処理により、画像のコントラスト感を最大限高めよう
とする際には制御量をいかに最適値にもっていくかが重
要となる。
【００１３】ところで、液晶パネル表面の外光反射も表
示画面のコントラスト感に影響を与える要素である。従
来の技術は液晶パネルの周辺の明るさを考慮していない
ため場合によっては最適な制御が行われないこともある
と考えられる。
【００１４】この発明は、映像の輝度情報と液晶パネル
周辺の輝度情報とに基づいて、バックライト制御を行な
える液晶表示装置を提供することを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】この発明による液晶表示
装置は、液晶パネル周辺の輝度を検出するための輝度検
出器、および輝度検出器によって検出された液晶パネル
周辺の輝度に基づいて、バックライトの輝度制御を行な
う手段を備えていることを特徴とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、図１を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。
【００１７】図１は、液晶表示装置の構成を示してい
る。図１において、図２と同じものには、同じ符号を付
してその説明を省略する。
【００１８】この液晶表示装置では、液晶パネル１１４
の周辺の輝度を検出するための輝度センサー１２０が設
けられている。輝度センサー１２０によって検出された
液晶パネル１１４の周辺の輝度は、映像信号輝度検出回
路１０８によって検出された映像の輝度情報とともにマ
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イコン１０５に送られ、画質制御回路１０１による画質
制御およびバックライト（冷陰極管）の輝度制御に用い
られる。
【００１９】たとえば、液晶パネル１１４の周辺の輝度
が標準値より低くなった場合には、暗い映像が通常より
も明るく見えるようになる。そこで、バックライト（冷
陰極管）の輝度を低くするように、インバータ電源回路
１１６を制御する。
【００２０】逆に、液晶パネル１１４の周辺の輝度が標
準値より高くなった場合には、明るい映像が通常よりも
暗く見えるようになる。そこで、バックライト（冷陰極
管）の輝度を高くするように、インバータ電源回路１１
６を制御する。
【００２１】
【発明の効果】この発明によれば、映像の輝度情報と液
晶パネル周辺の輝度情報とに基づいて、バックライト制
御を行なえるので、コントラスト感のある画像を得るこ*
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*とができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】従来の液晶表示装置の構成を示すブロック図で
ある。
【符号の説明】
１０１  画質制御回路
１０５  マイコン
１０６  画質制御演算部
１０７  バックライト輝度制御部
１０８  映像信号輝度検出回路
１１２  コントロ－ラ
１１３  パネル駆動回路
１１４  液晶パネル
１１５  冷陰極管
１１６  インバータ電源回路

【図１】
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